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第 1 章  研究Ⅰ・研究Ⅱ  
 
第 1 節  問題  
第 1 項  近年の若年者の早期離職の問題  









インや具体的なツールの開発が行われてきた（川上， 2012）。  
しかし，厚生労働省（ 2017）によると，平成 25 年に大学を卒業した者の 3 年


















第 2 項  近年の若者のメンタルヘルスの問題  
さらに，池上・中元・日野・廣（ 2015）は，2012 年に産業医 386 人を対象に
調査を実施し， 149 事業場（労働者数 379,621 名）から回答を得，以下の結果
を報告している。1）職場のメンタルヘルス不調者が「増えている」とする回答




働者で 36.9%，若年労働者（ 30 歳未満）で 47.0%と有意差がみられたこと，3）
メ ン タ ル ヘ ル ス 不 調 に よ る 休 業 事 由 は ， 全 労 働 者 で は 「 職 場 の 人 間 関 係 」







第 3 項  School To Work Transition に着目する重要性  
以上のような早期離職の問題や若年労働者のメンタルヘルス不調の背後にあ

















































る」という考え方に基づいている（ Schwarzer&Taubert ,  2002）。これは，首尾
一貫感覚（以下，SOC と略記）の 3 要素のうちの一つである処理可能感に共通
する考えである。  
 SOC とは，Antonovsky（ 1979）が提唱した概念である。SOC は健康生成論
の中核概念として，「非常にストレスフルな経験をしながらも健康に生きる人々
が保有する力」とされている。 SOC は個人に蓄積されてきたさまざまな資源
（ generalized resistance resources：GRRs, 汎抵抗資源）の中から，直面する
ストレッサーに見合った抵抗資源を動員し，緊張状態の緩和を図る能力であり，
ス ト レ ス 対 処 能 力 と も 健 康 保 持 能 力 と も い え る 。 SOC は 把 握 可 能 感












































第 2 節  目的  
 研究Ⅰおよび研究Ⅱの目的は以下のとおりである。また，研究Ⅱにおいては，
介入教育による直後の介入効果を検討するために検討 1 を，社会人になり半年
経過時点での介入効果を検討するために検討 2 を実施する。  
1．研究Ⅰ  
 プロアクティブ・コーピングが抑うつと不安に与える影響について検討し








安の程度に対する PSM プログラムの影響について検討する。  
 
第 3 節  方法  
第 1 項  研究Ⅰの方法  
調査対象  大阪府内の K 大学健康科学科 3 年生を 2 期に渡り調査対象者と
した。これら 2 期生分のデータを， 4 月と 7 月の 2 時点でまとめ，それぞれ 4
月は 138 名（男性 8 名，女性 130 名），7 月は 118 名（男性 8 名，女性 110 名）
の解析対象者を得た。  












項目は 16 項目あり，サポート源として「家族」と「友人・知人」の 2 種類を設
定した。また，社会人基礎力を測定するために，西道（ 2011）の社会人基礎力
測定尺度を使用した。これは，「前に踏み出す力」「考え抜く力」「伝える力」「チ
ームで働く力」の 4 下位尺度による合計 40 項目から構成される。抑うつと不
安の測定には，平成 14 年度厚生労働科学特別研究で作成された日本語版 K6




レス対処能力である SOC を測定する尺度は質問項目に含めなかった。  






第 2 項  研究Ⅱの方法  
第 2-1 項  検討 1 の方法  
調査対象  K 大学健康科学科 4 年生の授業内で，研究協力者を募り，介入教
育の受講を希望しフォローアップ調査にも協力する者 20 名（男性 1 名，女性
19 名），介入教育の受講を希望しないがフォローアップ調査には協力する 7 名
（男性 1 名，女性 6 名），介入教育の受講を希望せず pre 調査のみでフォロー
アップ調査を希望しない者 1 名（女性）を調査対象者として得た。介入教育の
受講を希望する 20 名（男性 1 名，女性 19 名）を介入群，受講を希望しない 8




調査時期  2016 年 1 月に介入教育及び質問紙調査を実施した。  
介入教育（ PSM プログラム）の内容  研究Ⅰの結果を受けて，授業内で問題









ー を予 期 す る プロ セ ス や， 予 防 す る行 動 は Proactive な 行 動 と され ， こ の
Proactive 行動はストレスフルな出来事が生じる前に多くのものを軽減，除去
しうるとされる。そして， Aspinwall&Taylor(1997) はそれらが，planning（プ


























1 つ目は，SOC を測定するために，山崎・吉井（ 2001）が作成した日本語版の
13 項目版 7 件法の首尾一貫感覚尺度を用いた。2 つ目は，社会人になるうえで
の自信や不安についての質問項目  として，「就職活動（教員採用試験対策）は
うまくやれた」「社会人になっていろいろ問題が発生しても，解決していく自信
がある」「将来のことを考えると不安になる」の 3 問を VAS（Visual Analog 
Scale）で尋ねた。  
 
第 2-2 項  検討 2 の方法  
調査対象  検討 1 でフォローアップ調査に協力するとした 27 名（男性 2 名，
女性 25 名）に質問紙を送付し，返送があった 14 名（男性 2 名，女性 12 名）
を検討 2 の解析対象者として得た。なお，解析対象者は，社会人になって約半
年が経過している。 14 名のうち，介入群は 11 名（男性 1 名，女性 10 名），統
制群は 3 名（男性 1 名，女性 2 名）であった。  
調査方法  検討 1 でフォローアップ調査に協力するとした 27 名（男性 2 名，
女性 25 名）に質問紙を送付した。  






が発生しても解決していく自信がある」という 2 項目を VAS（Visual Analog 
Scale）に追加した。さらに，「現在の仕事は合っている」「転職を考えたことが











第 4 節  結果  
 第 1 項  研究Ⅰの結果  
 第 1-1 項  調査協力者の個人属性  
 調査対象者のうち 4 月と 7 月にそれぞれ 159 名， 156 名から回答を得た。 4
月の有効回答は 138 名で， 7 月の有効回答は 118 名であった。研究Ⅰの調査協















 第 1-2 項  抑うつと不安に影響を及ぼす変数の検討  





4 月と 7 月の各時点別に行った。社会人基礎力はストレッサーそのものを軽減
し，抑うつと不安に直接的な影響は少ないと考えたため，独立変数としなかっ
た。  
 その結果， 3 年生の 4 月時点では，対人ネガティブライフイベントと PCI-J
の下位尺度である計画的コーピングが抑うつと不安に正の影響を， PCI-J の下
位尺度である能動的コーピングが抑うつと不安に負の影響を及ぼしていること
が示された（Table 2）。また， 3 年生の 7 月時点では，対人ネガティブライフ
イベントと一人暮らしと PCI-J の下位尺度である内省的コーピングが抑うつと
不安に正の影響を，家族からのソーシャル・サポートと PCI-J の下位尺度であ
男性 8 （  5.8） 男性 8 （  6.8）
女性 130 （94.2） 女性 110 （93.2）
年齢 平均年齢 平均年齢
一人暮らし 47 （34.0） 一人暮らし 33 （28.0）
家族と同居 83 （60.0） 家族と同居 79 （66.9）
学生寮等 4 （  3.0） 学生寮等 2 （  1.7）
その他 4 （　3.0） その他 4 （  3.4）
アルバイトの経験数 平均件数 平均件数
決定している 96 （70.0） 決定している 83 （70.3）







































方で，PCI-J の下位尺度である能動的コーピングが有意な影響を及ぼした。  
 
第 2 項  研究Ⅱの結果  




るプログラムを PSM プログラムとして実施した。  













Table 2 PCI-J等を 独立変数、K6を従属変数
　　　　　とした重回帰分析（3年次4月時点）
***















Table 3 PCI-J等を 独立変数、K6を従属変数
　　　　　とした重回帰分析（3年次7月時点）
***








































 第 2-2 項  検討 2 の結果  





N 平均 標準偏差 平均 標準偏差 ｔ
VASによる質問項目
　就職活動うまくやれた 20 4.1 2.88 4.4 3.06 -1.22
　問題解決していく自信がある 20 4.2 2.56 5.0 2.45
　将来を考えると不安になる 20 6.4 2.55 6.1 2.66 0.70
社会人基礎力
　前に踏み出す力 20 20.0 3.64 20.5 4.74 -0.68
　考え抜く力 20 28.0 5.05 29.2 5.20 -1.23
　伝える力 20 22.8 4.87 24.5 4.57 -2.75*
　チームで働く力 20 35.6 6.52 37.1 5.62 -1.89
PCI-J
　能動的コーピング 20 34.5 7.63 35.9 6.49 -1.92
　内省的コーピング 20 29.6 5.86 31.2 5.94 -1.82
　計画的コーピング 20 10.4 2.13 10.9 1.94 -1.45
　予防的コーピング 20 24.5 4.98 26.1 5.11 -2.07
　行動面でのサポート模索 20 22.6 5.78 23.0 6.56 -0.71
　感情面でのサポート模索 20 14.4 4.84 15.0 4.38 -1.19
　回避的コーピング 20 7.9 2.08 8.5 1.82 -1.88
対人ネガティブライフイベント 20 4.9 3.99 4.9 3.94 0.09
SOC 20 52.5 9.23 53.8 11.93 -1.09










 よって研究Ⅱ検討 2 では，フォローアップ時点で，介入群が統制群よりも抑
うつと不安が低いかどうか検討した。  
 
 第 2-3 項  介入前・後・フォローアップの 3 時点の比較  
 介入群の介入教育の効果を比較するために介入前と介入後と社会人になって





示す。K6 において， F(2,18)＝ 3.99， p<.05 となり時期の主効果が認められ，
Bonferroni 法による多重比較の結果，いずれの時期の間でも有意差は見られな
かったが，介入後の抑うつと不安は介入前の抑うつと不安に対し低い有意な傾










 計画的コーピングにおいては，F(2,20)＝ 4.51，p＜ .05 となり主効果が認めら
れ，Bonferroni 法による多重比較の結果，介入後の得点は介入前の得点に対し，









 感情面でのサポート模索においては，F(2,20)＝ 4.04，p＜ .05 となり主効果が
認められたが，Bonferroni 法による多重比較の結果では，いずれの時期の間の
差も有意ではなかった（ Table 7）。  
平均 標準偏差 F p




n = 10  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*p<.05  **p<.01
平均 標準偏差 F p
















 第 2-4 項  フォローアップの時点での介入群と統制群の比較   
 ベースライン時の 2 群間の抑うつと不安等の各変数を比較するために t 検定
を行ったが，全項目において有意差が認められず両群に差がないことが確認さ
れた。次に，フォローアップ時点での 2 群間の各変数を比較するために， t 検
定を行ったが，どの変数にも有意差が見られなかった。また，ベースライン時
とフォローアップ時の 2 時点間の統制群の各変数を比較するために t 検定を行
ったが，全項目において有意差は見られなかった。しかし，解析対象者の介入
群が 11 名，統制群が 3 名と非常に少ないため，統計学的な検討が十分に行え
たとは言えない。  
 
 第 2-5 項  介入群のベースライン時・フォローアップの 2 時点における  
      K6 の差  
 社会人になってからの介入群の介入教育の効果を検討するために，対象人数
が少ないことを考慮し，介入前とフォローアップの 2 時点で K6 得点の 2 項分
析を行った。  
 その結果，介入群 11 人中，介入前よりもフォローアップ時のほうが K6 得点




第 5 節  考察  
 第 1 項  プロアクティブ・コーピングが抑うつと不安に与える影響  
 研究Ⅰにおける重回帰分析の結果， 3 年生の 4 月時点では，対人ネガティブ
ライフイベントと PCI-J の下位尺度である計画的コーピングが抑うつと不安に
正の影響を，PCI-J の下位尺度である能動的コーピングが抑うつと不安に負の






平均 標準偏差 F p
介入前 13.09 4.18 4.04 0.034*
介入後 14.00 3.07
フォローアップ 11.73 4.43
n = 11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*p<.05  **p<.01
Table 7　 介入群の3時点における







 一方で， 4 月と 7 月の各実施時期によって特徴的な結果も見られた。まず，
4 月時点においては，PCI-J の下位尺度である計画的コーピングが高まると，






























 第 2 項  PSM プログラムの効果  

























































第 2 章  研究Ⅲ  
 
第 1 節  問題  
















































学校から職業への移行（ school to work transition）を円滑に果たし，入社した
企業での最初のキャリア発達課題である組織適応を含めた入社後の新規参入者
のキャリア発達にも大きな影響を及ぼす概念である」とされている（竹内・高


























第 3 節  方法  
 調査対象  大阪府内の K 大学を卒業後，半年程度経過している社会人 9 名
（男性 1 名，女性 8 名）を調査対象とした。調査対象者は，研究Ⅱでフォロー
アップ調査に協力し，かつ研究Ⅲの電話インタビューにも同意を得られた者で
あった。研究Ⅲの電話インタビューへの同意は，フォローアップ調査の回答返












 調査方法  半構造化インタビューを電話で行った。また，調査対象者の承諾
を得て，インタビュー内容を IC レコーダーに録音した。  




目を，成人前期（ 25 歳～ 35 歳）に馴染みのある表現に調整された尺度である。




1.  自分なりの仕事上の生き方に関する目標・目的が分かっているか。  
対象 年齢 性別 職種
A 22 女 接客のアルバイト/専門学校生
B 22 女 養護教諭（小学校）
C 23 男 養護教諭（支援学校）
D 23 女 販売・営業
E 23 女 養護教諭（小学校）
F 22 女 フリースクール指導員
G 22 女 養護教諭（中学校）
H 22 女 養護教諭（小学校）
















9.  仕事面で役立つと思われる自分の能力がわかっているか。  
10.  どういうときにうまく働けていると思うか。  
11.  どういうときにうまく働けていないと思うか。  
 調査期間  調査は， 2016 年 11 月～ 2016 年 12 月に行われた。 1 人当たりの
インタビュー時間は， 28 分～ 54 分であり，平均 36 分であった。  













































































































































































































テゴリーごとに概念の説明を行う。なお，カテゴリーを【  】，概念を［  ］で
示す。  
 


































































































































































































第 3 章  総合考察  
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